
平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
受
領

答

弁

第

一

八

号

内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
八
号

平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
難
民
認
定
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
難
民
認
定
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

難
民
認
定
申
請
者
数
は
、
平
成
十
五
年
が
三
百
三
十
六
人
、
平
成
十
六
年
が
四
百
二
十
六
人
、
平
成
十
七
年
が
三
百
八
十

四
人
、
平
成
十
八
年
が
九
百
五
十
四
人
で
あ
り
、
難
民
認
定
者
数
は
、
平
成
十
五
年
が
十
人
、
平
成
十
六
年
が
十
五
人
、
平

成
十
七
年
が
四
十
六
人
、
平
成
十
八
年
が
三
十
四
人
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
に
、
難
民
不
認
定
処
分
に
係
る
異
議
申
立
て
に
基
づ
い
て
審
査
を
行
っ
た
件
数
は
百
五
十
七
件
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
、
難
民
審
査
参
与
員
の
前
で
口
頭
意
見
陳
述
が
行
わ
れ
た
件
数
は
百
四
十
六
件
、
異
議
申
立
人
の
希
望
に
よ
り
口
頭

意
見
陳
述
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
件
数
は
十
一
件
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
一
月
一
日
以
前
に
難
民
認
定
申
請
を
受
理
し
、
平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
時
点
で
難
民
認
定
申
請
に
係

る
処
分
の
告
知
を
行
っ
て
い
な
い
件
数
は
、
二
百
十
八
件
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
平
成
十
七
年
一
月
一
日
以
前
に
難
民
認
定
申

請
を
受
理
し
た
件
数
は
、
三
十
九
件
で
あ
る
。

一



一
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
一
月
一
日
以
前
に
提
出
さ
れ
た
難
民
不
認
定
処
分
に
係
る
異
議
申
立
て
の
う
ち
平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一

日
時
点
で
決
定
の
告
知
を
行
っ
て
い
な
い
件
数
は
、
四
十
七
件
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）

第
五
十
八
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
は
、
「
調
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
は
、
録

音
テ
ー
プ
又
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
記
録
し
、
「
こ
れ
を
も
つ
て
調
書
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る

が
、そ
の
実
施
の
要
否
及
び
方
法
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、現
段
階
に
お
い
て
は
実
施
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
録
音
テ
ー
プ
又
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
記
録
し
た
も
の
は
な
い
。

二
の
�
の
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
外
部
に
委
託
し
て
翻
訳
し
た
出
身
国
情
報
」
は
、A

ssistance
A
ssociation

for

Political
Prisoners

（B
urm

a

）の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
及
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
電
信
法
で
あ
る
。

二
の
�
の
�
）
に
つ
い
て

二



難
民
調
査
官
及
び
難
民
審
査
参
与
員
に
対
し
、
翻
訳
が
完
成
し
次
第
、
速
や
か
に
配
布
し
た
。

二
の
�
の
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
翻
訳
発
注
」
の
総
件
数
は
六
百
九
件
で
あ
り
、
総
費
用
は
千
四
百
三
十
万
三

千
九
百
八
十
四
円
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

口
頭
意
見
陳
述
・
審
尋
期
日
が
実
施
さ
れ
た
後
、
施
行
規
則
第
五
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
「
意
見
陳
述
又

は
審
尋
の
要
旨
」
等
を
記
載
し
た
調
書
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
調
書
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
異
議
申
立
人
等
に
閲

覧
の
機
会
を
与
え
、訂
正
そ
の
他
の
申
入
れ
を
受
け
た
場
合
に
は
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
該
調
書
の
内
容
の
正
確
性
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
お
り
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
謄
写
を
認
め
る
必
要
性
が
あ
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

口
頭
意
見
陳
述
・
審
尋
期
日
に
お
け
る
審
理
の
充
実
を
図
る
目
的
で
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六

十
号
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
難
民
調
査
官
及
び
難
民
審
査
参
与
員
が
資
料
を
精
査
す
る
た
め
に
必
要
な
相
当
の

三



期
間
と
し
て
、
お
お
む
ね
口
頭
意
見
陳
述
・
審
尋
期
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
証
拠
書
類
及
び
証
拠
物
を
提
出
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

法
務
省
と
し
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
お
い
て
は
、
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
、
異
議
申
立
人
等
に
証
拠
書
類
等
の
閲
覧

を
認
め
る
明
文
の
規
定
が
な
い
上
、
口
頭
意
見
陳
述
・
審
尋
期
日
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
に
対
し
従
前
の
供
述
内
容
に
つ

い
て
十
分
な
弁
明
の
機
会
を
与
え
て
お
り
、
異
議
申
立
手
続
の
客
観
性
及
び
透
明
性
の
確
保
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
段
階
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
本
人
の
供
述
調
書
に
つ
い
て
は
、
特
に
開
示
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。

三
の
�
の
�
）
及
び
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
に
お
い
て
、
国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
個
別
事

案
に
係
る
意
見
を
求
め
た
こ
と
は
な
い
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
か
ら
は
、
適
宜
、
難
民
認
定
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
て
い

る
。

三
の
�
の
�
）
及
び
�
）
に
つ
い
て

四



平
成
十
八
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
か
ら
提
供
さ
れ
た
文
書
の
表
題
及
び
こ
の
う
ち
翻
訳
し
た
も
の
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

�

表
題

U
pdate

on
the

Situation
in
A
fghanistan

and
InternationalProtection

C
onsiderations

概
要

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
見
解

�

表
題

U
N
H
C
R
A
dvisory

on
the

R
eturn

of
Som

aliN
ationals

to
Som

alia,N
ovem

ber����

概
要

ソ
マ
リ
ア
帰
還
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
見
解

�

表
題

Provision
on

InternationalProtection
Including

T
hrough

C
om

plem
entary

Form
s
ofProtection

概
要

各
国
の
調
査
に
よ
り
、
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
五
十
六
年
条
約
第
二
十
一
号
。
以
下
「
難
民
条

約
」
と
い
う
。
）
上
の
保
護
の
範
囲
外
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
者
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
保
護
の
形
態

�

表
題

Providing
InternationalProtection

Including
T
hrough

C
om

plem
entary

Form
s
ofProtection

概
要

各
国
の
調
査
に
よ
り
、
難
民
条
約
上
の
保
護
の
範
囲
外
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
者
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
保
護

の
形
態
に
関
す
る
会
議
資
料

�

表
題

A
n
introduction

to
InternationalProtection

五



概
要

難
民
保
護
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
材

�

表
題

R
efugee

Status
D
eterm

ination

概
要

難
民
保
護
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
材

�

表
題

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
難
民
用
語
集

�

表
題

難
民
条
約
上
の
理
由
と
迫
害
の
危
険
と
の
因
果
関
係
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
東
京
弁
護
士
会
に
対
す
る

助
言
的
意
見

�

表
題

ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
フ
ォ
ー
・
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
の
仮
翻
訳

⑩

表
題

A
dvisory

Services
and

TechnicalC
ooperation

in
the

Field
ofH

um
an

R
ights

概
要

ネ
パ
ー
ル
情
勢
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
見
解

⑪

表
題

Ian
M
artin

Representative
U
nited

N
ations

H
igh

C
om

m
issioner

for
H
um

an
Rights

in
N
epalPresentation

and
Q
uestion

and
A
nsw

er
Session

概
要

ネ
パ
ー
ル
情
勢
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
見
解

⑫

表
題

入
国
審
査
官
・
警
備
官
研
修
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
講
義
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

六



⑬

表
題

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
難
民
認
定
様
式
に
つ
い
て

⑭

表
題

国
際
的
保
護
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
除
外
条
項
の
適
用
、
難
民
の
地
位
に
関
す
る
千
九
百
五
十
一
年
条
約

第
一
条
Ｆ
項

⑮

表
題

U
N
H
C
R
consideration

on
the

protection
needs

ofpersons
displaced

due
to
the

conflictin
Lebanon

and
on

potentialresponses

概
要

レ
バ
ノ
ン
情
勢
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
見
解

⑯

表
題

G
uidelines

on
InternationalProtection

概
要

人
身
取
引
と
難
民
に
つ
い
て

⑰

表
題

C
ountry

ofO
rigin

Inform
ation

Iraq

概
要

イ
ラ
ク
情
勢
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
見
解

⑱

表
題

U
N
H
C
R
A
dvisory

R
egarding

the
R
eturn

ofIraqis

概
要

イ
ラ
ク
人
の
帰
還
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
意
見

⑲

表
題

G
uidelines

R
elating

to
the

E
ligibility

ofIraqiA
sylum

-Seekers
O
ctober

七



ひ

概
要

庇
護
を
希
望
す
る
イ
ラ
ク
人
の
帰
還
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

�

表
題

イ
ラ
ン
出
身
国
情
報
の
日
本
語
訳
の
件

�

表
題

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
身
の
難
民
・
そ
の
他
国
際
保
護
を
必
要
と
す
る
と
判
断
さ
れ
た
者
の
難
民
条
約
第
一
条
Ｃ

（
�
）
に
基
づ
く
地
位
の
終
止
可
能
性
に
つ
い
て

�

表
題

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
送
還
・
帰
還
に
お
け
る
人
道
配
慮
事
項

�

表
題

O
utcom

e
ofthe

A
ge,G

ender
and

D
iversity

M
ainstream

ing

（A
G
D
M

）Workshop

概
要

難
民
及
び
難
民
認
定
申
請
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
の
結
果

�

表
題

Training
on

asylum
issues

atports
ofentry

概
要

空
港
に
お
け
る
入
国
管
理
職
員
の
研
修
資
料

三
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
難
民
認
定
事
務
に
必
要
な
専
門
的
な
情
報
や
知
識
の
習

得
の
た
め
に
難
民
調
査
官
及
び
難
民
認
定
事
務
に
従
事
す
る
入
国
審
査
官
合
計
二
十
名
に
対
し
て
研
修
を
実
施
し
、
そ
の
際

に
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
職
員
か
ら
講
師
を
招
い
て
い
る
。

八



な
お
、
平
成
十
七
年
六
月
一
日
並
び
に
平
成
十
九
年
三
月
十
四
日
及
び
同
年
七
月
二
十
日
、
難
民
審
査
参
与
員
に
対
し
、

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
職
員
に
よ
る
講
演
を
実
施
し
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
十
月
二
十
三
日
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
対
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に
係
る
情
報
の
提
供
を
求
め
、
同
月
三
十

一
日
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
か
ら
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
身
の
難
民
・
そ
の
他
国
際
保
護
を
必
要
と
す
る
と
判
断
さ
れ
た
者
の
難
民

条
約
第
一
条
Ｃ
（
�
）
に
基
づ
く
地
位
の
終
止
可
能
性
に
つ
い
て
」
及
び
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
送
還
・
帰
還
に
お
け
る

人
道
配
慮
事
項
」
と
い
う
文
書
の
提
供
を
受
け
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
七
月
五
日
及
び
同
年
八
月
二
十
三
日
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
の
間
に
お
い
て
難
民
認
定
に
係
る
意
見
を
交
換
す
る

会
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
を
含
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
難
民
認
定
に
関
す
る
一
般
的
な
意
見
の
交
換
も
行
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
の
間
で
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
一
般
的
な
意
見
の
交
換
も
日
常
的
に
行
っ
て
い

る
。

四
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

九



難
民
不
認
定
処
分
に
係
る
異
議
申
立
て
の
却
下
又
は
棄
却
に
お
け
る
却
下
又
は
棄
却
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
難
民
認
定
手

続
の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
異
議
申
立
人
が
訴
訟
の
要
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
目
的
で
、
異
議

申
立
人
が
こ
れ
を
十
分
理
解
す
る
に
足
り
る
具
体
的
な
説
明
を
記
載
す
る
よ
う
運
用
を
改
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
に
運
用
が
変
更
さ
れ
、
難
民
認
定
手
続
の
公
正
性
及
び
中
立
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
周
知
し
、
異
議
申
立
制
度
に
対
す
る

一
般
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
特
に
詳
細
に
理
由
の
説
明
を
行
っ
た
事
例
を
抽
出
し
、
御
指
摘
の
「
難
民
認
定
行
政－

二
十

五
年
間
の
軌
跡－

」
の
巻
末
に
「
難
民
不
認
定
理
由
の
説
明
状
況
」
と
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
の
抽

出
及
び
記
載
に
当
た
っ
て
は
、関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
、公
開
さ
れ
て
い
る
裁
判
例
集
、

刊
行
さ
れ
て
い
る
判
例
解
説
等
の
記
載
方
法
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
個
人
情
報
保
護
等
の
観
点
か
ら
特
に
問
題
が
あ
っ

た
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
事
例
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分

配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

「
難
民
認
定
行
政－

二
十
五
年
間
の
軌
跡－

」
の
作
成
に
係
る
企
画
段
階
に
お
い
て
、
難
民
審
査
参
与
員
に
対
し
、
難
民

認
定
制
度
発
足
以
来
の
難
民
認
定
申
請
内
容
の
分
析
、
難
民
審
査
参
与
員
制
度
の
創
設
経
緯
や
趣
旨
、
難
民
審
査
参
与
員
制
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度
の
手
続
の
流
れ
、
難
民
不
認
定
理
由
の
説
明
状
況
及
び
難
民
審
査
参
与
員
の
感
想
を
こ
れ
に
掲
載
す
る
こ
と
を
説
明
し
、

そ
の
後
、
難
民
審
査
参
与
員
制
度
の
創
設
経
緯
や
趣
旨
、
難
民
審
査
参
与
員
制
度
の
手
続
の
流
れ
、
難
民
不
認
定
理
由
の
説

明
状
況
及
び
難
民
審
査
参
与
員
の
感
想
の
部
分
に
つ
い
て
原
稿
案
を
配
布
の
上
、
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
内
容
に
反

対
す
る
意
見
は
な
か
っ
た
。

四
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
費
用
の
う
ち
、
御
指
摘
の
冊
子
の
作
成
に
要
し
た
制
作
費
及
び
印
刷
費
は
、
合
計
百
九
十
九
万
三
千
九
百
五
十

円
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
翻
訳
料
と
し
て
、
二
十
九
万
二
千
九
百
五
十
円
を
支
出
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
運
送
費
」
の
意
味

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
該
冊
子
の
配
布
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
印
刷
物
と
混
載
し
て
送
付
す
る
な
ど
し
て
お

り
そ
の
送
付
に
要
し
た
費
用
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
原
稿
料
は
支
出
し
て
い
な
い
。

発
行
部
数
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
版
が
三
千
冊
、
英
語
版
が
千
冊
で
あ
る
。

配
布
先
に
つ
い
て
は
、
関
係
府
省
庁
、
難
民
審
査
参
与
員
、
国
会
議
員
、
報
道
機
関
、
学
術
関
係
者
等
で
あ
る
。
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